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やりがいでは生活は出来ない！搾取とは？

「逃げるは恥だが役に立つ」というドラマで「やりがい」や「愛情」
という耳障りの良い言葉でタダ働きをさせて、本来もらうべき対価が
支払われないことを「やりがい搾取」、「愛情搾取」と展開して当時
話題を呼びました。職場でも「やりがい」、「アピール」という名の
もとに、サービス残業はおこなわれてないでしょうか？

そもそも賃金とは、利益に対し会社の「搾取」の結果とも言えます。そして会社はいつでも「搾
取」の割合を上げようとしてきます。それは、組織再編、統括センター化、ダイヤ改正など施策によ
る要員削減や効率化などに表れています。1時間に提供できる労働力の量を増やすということは、労
働力商品としての価値が下げられているということです。
下記の図では、これを証明する内容になっています。したがって、私たちは如何に「労働力商品」

としての価値を高く売るかを考えていかなければなりません。

基本給が上がらなければ、将来にわたる生活は良くならない！
全員一律のベースアップを求め、23春闘をたたかおう！
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